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29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
３
３
億
５
２
３
５
万
３
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
億
１
６

０
１
万
円
の
減
、
率
に
し
て
２
・

６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
総
額
が
減
少
し
た
主
な
要

因
は
、
新
ご
み
処
理
場
の
建
設
に

伴
う
四
條
畷
市
交
野
市
清
掃
施
設

組
合
の
負
担
金
や
、
小
中
学
校
の

屋
上
防
水
工
事
・
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が

増
加
し
た
も
の
の
、
借
換
債
（
過

去
に
発
行
し
た
市
債
を
一
度
全
額

返
済
し
、
一
部
を
再
度
借
り
入
れ

る
も
の
）
な
ど
の
減
に
よ
り
、
公

債
費
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

■
歳
入
予
算
の
内
容　

　

28
年
度
よ
り
、
市
税
が
１
億
６

１
５
１
万
２
千
円
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
地
方
交
付
税
は
２
０
０

０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
債

発
行
額
は
、
借
換
債
な
ど
の
減
に

よ
り
４
億
５
４
７
９
万
４
千
円
減

少
、
そ
の
他
、
基
金
（
市
の
貯
金
）

を
12
億
９
１
６
１
万
３
千
円
取
り

崩
し
ま
す
。

■
歳
出
予
算
の
内
容

　

社
会
保
障
経
費
の
増
加
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
る

中
で
、「
市
長
戦
略
」に
お
け
る「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ

く
り
」「
支
え
合
う
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
」「
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境

づ
く
り
」「
み
ん
な
で
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
の
柱
を

着
実
に
進
め
る
た
め
、
重
点
的
に

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
妊
産
婦
を
対
象

と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
に

１
７
７
万
１
千
円
、
枚
方
寝
屋
川

消
防
組
合
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業

へ
の
参
画
に
３
４
２
万
２
千
円
、

市
内
全
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
改
修
に
１
億
１
５
４
０
万
９

千
円
、
６
年
生
ま
で
の
少
人
数
学

級
の
実
施
に
３
０
８
５
万
６
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

会計区分 29年度
当初予算額（A）

28 年度
当初予算額（B）

増減額
（A－ B）

対前年度比
（A÷Ｂ）

一般会計（イ） 233億 5,235万 3千円 239億 6,836万 3千円 △6億1,601万円 97.4％

特
別
会
計

国民健康保険 102億1,344万 8千円 99億7,455万 4千円 2億3,889万 4千円 102.4％

下水道事業 16億1,769万 7千円 14億9,489万 6千円 1億2,280万1千円 108.2％

介護保険 56億2,885万 2千円 55億576万 3千円 1億2,308万 9千円  102.2％

公共用地先行取得事業 5億2,899万1千円 8億8,999万 2千円 △3億6,100万1千円  59.4％

後期高齢者医療 12億1,585万円 10億9,254万 2千円 1億2,330万 8千円  111.3％

小計（ロ） 192億 483万 8千円 189億 5,774万 7千円 2億4,709万1千円 101.3％

合計（イ＋ロ＝ハ） 425億 5,719万1千円 429億2,611万円 △3億6,891万 9千円 99.1％

水道事業会計（ニ） 24億8,403万 4千円 29億5,824万 2千円 △4億7,420万 8千円 84.0％

総計（ハ＋ニ） 450億 4,122万 5千円 458億 8,435万 2千円 △8億4,312万 7千円 98.2％

29 年度予算額

問い合わせ 財務課
（   892・0121）

29 年度予算を
お知らせします

主な歳入の増減額

市税

個人市民税 9,312 万 5千
円の増

法人市民税 537万 7千円
の増

固定資産税 5,837 万 1千
円の増

地方交付税 2,000 万円の
減

都市整備部
道路維持補修 9,603 万 6千円

学校教育部
小中学校屋上防水、ト
イレ改修事業 3億8,838万 6千円

少人数学級の実施 3,085 万 6千円
生涯学習推進部
第 1児童センター改修
事業 4,039 万 7千円

議会事務局
議会情報公開事業 121万円

国庫支出金 年金生活者等支援臨
時福祉給付金補助金

1億 8,750 万
円の減

府支出金 障害児施設措置費負
担金

1,515 万円の
増

繰入金 基金の取り崩し 1億 6,744 万
9千円の増

市債 借換債 6億 8,409 万
4千円の減

部署別の主な歳出
市民部
オリジナル届出書作成事業 137万 2千円

福祉部
軽度難聴児補聴器交付事業 23万 2千円

健やか部
妊産婦歯科健康診査事業 177万 1千円
ドクターカー事業 342万 2千円

都市計画部
星田北・星田駅北地区土地区
画整理事業 3,376 万円

総務費

21 億 9,430 万 5 千円

民生費

103 億 5,483 万 7 千円

衛生費

24 億 6,131 万 8 千円

土木費

12 億 2,957 万円

消防費

7 億 7,527 万 4 千円

教育費

26 億 6,015 万 5 千円

公債費

29 億 3,554 万 9 千円

その他

7 億 4,134 万 5 千円

市税

92 億 9,433 万 4千円

地方交付税

28 億 7,000 万円

国庫支出金

36 億 5,737 万 3 千円

市債

19 億 6,533 万 8 千円

その他

21 億 8,969 万 2 千円

譲与税・交付金

16 億 6,500 万円

府支出金

17 億 1,061 万 6 千円

歳 入歳 出
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問い合わせ 障がい福祉課
（   893・6400、   895・6065）

軽度難聴児の
補聴器購⼊等助成

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
・
国
民
健
康

保
険
（
70
歳
以
上
の
人
）
の
高

額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
家
計
に

対
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
過

重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
お
い
て
医
療

費
の
自
己
負
担
を
支
払
っ
た
後
、

月
ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額
（
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ

れ
る
額
）
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
事
後
的
に
保
険
者
か
ら
償
還

払
い
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※ 

入
院
の
場
合
や
同
一
の
医
療
機

関
で
の
外
来
の
場
合
に
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
を
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と
ど
め

る
現
物
給
付
化
の
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
限
度
額
の
改
正

　

８
月
と
平
成
30
年
８
月
か
ら
の

２
回
に
分
け
て
、
自
己
負
担
限
度

額
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽ 

８
月
か
ら
の
改
正　

左
表
の
と

お
り所得区分

負担
割合

自己負担限度額（月額）
外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

課税所得 145
万円以上

3割 57,600 円
80,100円＋１％〈※
1〉（44,400円）〈※2〉

一般 1割
〈★国保
は2割〉

14,000円（年間
14.4 万円上限）

57,600 円（44,400
円）〈※2〉

低所得Ⅱ〈※ 3〉
8,000 円

24,600 円
低所得Ⅰ〈※ 4〉 15,000 円

自己負担限度額とその判定基準〈8月から〉★ 

＝
国
保
加
入
者
で
昭
和
19
年
４

月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
の
人

は
、特
例
措
置
に
よ
り
１
割

※ 

１
＝
医
療
費
が
26
万
７
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
は
、そ
の
超
え

た
分
の
１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※ 

２
＝（　
　

）内
の
金
額
は
、
年

３
回
以
上
該
当
し
た
場
合
の
４

回
目
以
降
の
額
で
す
。

※ 

３
＝
同
一
世
帯
の
人
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
、
低
所
得
Ⅰ
以

外
の
被
保
険
者
で
す
。

※ 

４
＝
同
一
世
帯
の
人
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
全

員
の
個
々
の
所
得
が
０
円
と
な

る
被
保
険
者
（
た
だ
し
、
公
的

年
金
等
控
除
額
は
80
万
円
と

し
て
計
算
）
ま
た
は
、
同
一
世

帯
の
人
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
被
保
険
者
で
す
。

※ 

入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
、
保
険
診
療
外
の
費

用
は
含
み
ま
せ
ん
。

※ 

月
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ
た
場

合
、そ
の
誕
生
月
に
つ
い
て
は
、

誕
生
日
前
に
加
入
し
て
い
た
医

療
保
険
制
度
と
誕
生
日
後
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

自
己
負
担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ

れ
通
常
月
の
２
分
の
１（
半
額
）

に
な
り
ま
す
。

▽ 

30
年
８
月
か
ら
の
改
正　

下
表

の
と
お
り

※ 

５
＝
医
療
費
が
84
万
２
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
は
、そ
の
超
え

た
分
の
１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

所得区分 負担
割合

自己負担限度額（月額）
外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

課税所得690万円以上
3割

252,600 円＋ 1％〈※ 5〉（140,100 円）〈※ 2〉
課税所得380万円以上 167,400 円＋ 1％〈※ 6〉（93,000 円）〈※ 2〉
課税所得145万円以上 80,100 円＋ 1％〈※ 7〉（44,400 円）〈※ 2〉
一　般 1割

〈★国保
は 2割〉

18,000円（年間14.4万円上限）57,600円（44,400円）〈※2〉
低所得Ⅱ〈※ 3〉

8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰ〈※ 4〉 15,000 円

※ 
６
＝
医
療
費
が
55
万
８
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
は
、そ
の
超
え

た
分
の
１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※ 

７
＝
医
療
費
が
26
万
７
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
は
、そ
の
超
え

た
分
の
１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

自己負担限度額とその判定基準〈30年 8月から〉

問い合わせ 医療保険課
（   892・0121）

⾼額療養費制度の
⾒直しについて

　

市
図
書
館
で
は
、「
雑
誌
ス
ポ

ン
サ
ー
制
度
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
リ
ス
ト
か
ら

選
ん
だ
雑
誌
の
購
入
資
金
を
負

担
す
る
こ
と
で
、
そ
の
雑
誌
の
最

新
号
の
カ
バ
ー
に
ス
ポ
ン
サ
ー

名
や
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ｐ
Ｒ

に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

企
業
・
商
店
・
団
体

な
ど

広 

告
方
法　

表
面
に
ス
ポ
ン

サ
ー
名
、
裏
面
に
ス
ポ
ン

サ
ー
広
告
を
表
示

申 

し
込
み　

図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
各
図
書
館
で
配
布

し
て
い
る
申
込
書
を
倉
治
図

書
館
に
提
出

 

問 

い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

（
℡  
８
９
１
・
１
８
２
５
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

募
集

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
の
難
聴
児
を
対
象

に
、
補
聴
器
の
購
入
な
ど
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
の
対
象
と
な
る
補

聴
器
の
種
類
・
台
数
・
交
付
額
に

は
規
定
が
あ
り
ま
す
。

対 　

象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
18
歳
未
満
の
人

①
保
護
者
が
市
内
在
住

② 

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
㏈
以

上
③ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
に
該
当
せ

ず
、
国
の
補
装
具
制
度
や
府
難

聴
児
補
聴
器
交
付
事
業
な
ど
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
い

④ 

再
支
給
を
受
け
る
場
合
は
、
前

回
交
付
決
定
日
か
ら
５
年
以
上

経
過
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
修

理
・
交
換
を
除
く
）

※ 

保
護
者
が
属
す
る
住
民
基
本
台

帳
で
の
世
帯
の
中
に
、
市
町
村

民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上

の
人
が
い
る
場
合
は
、
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

補
聴
器
の
種
類
・
基
礎
額（
例
）

▽ 

購
入
＝
「
高
度
難
聴
用
耳
か
け

型
」
基
準
額
（
４
万
３
９
０
０

円
）
に
１
・
０
４
８
を
乗
じ
た

額
。イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
を
含
む
場

合
は
、
基
準
価
格
に
９
０
０
０

円
を
加
算
し
、
１
・
０
４
８
を

乗
じ
た
額

▽ 

修
理
・
交
換
＝
「
耳
か
け
型
ア

ン
プ
組
立
交
換
（
２
万
２
０
０

円
）
に
１
・
０
４
８
を
乗
じ
た

額
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
医
師
の
意
見
書（
所
定
の
様
式
）

▽
見
積
書

▽
印
鑑

▽ 

検
査
料
の
領
収
書
（
原
本
）、
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
（
た
だ

し
、
検
査
料
が
か
か
っ
た
場
合

の
み
、
５
０
０
０
円
を
限
度
に

交
付
）

補 

聴
器
の
購
入　

自
己
負
担
額
と

と
も
に
、
支
給
券
を
補
聴
器
業

者
に
提
出

問い合わせ 環境総務課
（   892・2471）

ごみの排出区分の変更と
⼀部有料化の説明会

　

10
月
か
ら
の
新
ご
み
処
理
施
設

の
稼
働
に
合
わ
せ
て
、「
ご
み
の
排

出
区
分
の
変
更
」
と
「
粗
大
ご
み

の
一
部
有
料
化
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
市
内
全
域
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※ 

説
明
会
の
所
要
時
間
は
、
約
１

時
間
程
度
で
す
。
会
場
に
は
、

す
べ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。会
場
の
駐
車
場
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※ 

新
し
い
ご
み
出
し
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け

て
全
戸
配
布
し
ま
す
。

ところ 日　時
市役所別館
3階　中会議室

① 5月 8日（月）午後 7時～② 6月 5日（月）午後 7時～
③ 6月 18日（日）午後 7時～④ 6月 23日（金）午後 7時～

いきいきランド交野
1階　会議室（1）（2）

① 5月 12日（金）午後 7時～
② 5月 17日（水）午後 7時～〈手話通訳あり〉

ゆうゆうセンター
4階　多目的ホール

①5月31日（水）午後7時～②6月6日（火）午後3時～〈手
話通訳あり〉③6月29日（木）午後7時～

倉治図書館
2階　視聴覚室

① 5月 16日（火）午後 3時～
② 6月 22日（木）午後 3時～

【全地域対象の説明会】
※ 

な
お
、
各
地
区
で
の
説
明
会
も

開
催
し
て
い
ま
す
。日
程
に
つ

い
て
は
、
各
区
に
直
接
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
の
主
な
内
容

　
「
普
通
ご
み
」
か
ら
「
燃
や
す
ご

み
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。「
燃

や
す
ご
み
」
は
従
来
の
普
通
ご
み

に
加
え
て
、
45
㍑
以
下
の
ポ
リ
袋

に
入
る
燃
え
る
も
の（
衣
類
・
靴
・

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
木
類
な

ど
）
を
原
則
、
排
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。袋
に
入
ら
な
い
物

で
も
、
袋
に
入
る
サ
イ
ズ
に
細
か

く
す
れ
ば
、原
則
排
出
で
き
ま
す
。

　
「
可
燃
粗
大
ご
み
」「
不
燃
粗
大

ご
み
」
か
ら
「
粗
大
ご
み
」「
有
料

粗
大
ご
み
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま

す
。従
来
の「
可
燃
粗
大
・
不
燃
粗

大
」
の
分
別
の
必
要
が
な
く
、
同

じ
袋
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
の
中
で
、「
指
定
さ
れ

た
約
46
品
目
」
と
「
大
き
さ
長
さ

制
限
の
か
か
る
も
の
（
三
辺
の
う

ち
一
辺
が
１
㍍
以
上
の
も
の
は
３

０
０
円
、
二
辺
が
１
㍍
以
上
の
も

の
は
６
０
０
円
、
三
辺
が
１
㍍
以

上
の
も
の
は
９
０
０
円
）」
が
有

料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
粗
大
ご
み
」「
有
料
粗
大
ご
み
」

を
合
わ
せ
て
、
月
５
点
ま
で
排
出

で
き
ま
す
。い
ず
れ
も
予
約
受
付

セ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。ま
た
、「
有
料
粗
大
ご
み
」
は

コ
ン
ビ
ニ
や
各
地
区
の
商
店
な
ど

で
「
ご
み
処
理
券
（
シ
ー
ル
）」
を

購
入
し
、
排
出
す
る
ご
み
に
貼
り

付
け
て
出
し
ま
す
。　

雑誌スポンサーの見本
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ようこそ！
校区福祉委員会

問い合わせ　社会福祉協議会

（℡  895・1185）

　倉治小学校区福祉委員会は、赤ちゃんから高齢者まで、安心して
楽しく暮していけるように、みんなでお互いに見守り合い、助け合
いながら活動しています。

交流会の様子

市政のうごき

 ＝ ＝ ＝  活動紹介  ＝ ＝ ＝

　

青
少
年
指
導
員
は
、
青
少
年
が

健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
地
域
で
地

道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。空
き

家
や
廃
屋
、
商
店
街
が
非
行
の
温

床
に
な
ら
な
い
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
た
り
、
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
青

少
年
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
・
参
加

を
得
て
、
子
ど
も
の
安
全
や
地
域

の
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
の
青
少
年
指
導
員
の
み

な
さ
ん
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
中
ブ
ロ
ッ
ク

青山 辻野敏樹 宮本仁志

私部
角田法子 北村安揮男

岡田伴昌 ―

行殿 頼金信吾 ―

向井田 山岸忠昭 井上順一

梅が枝 西崎善和 今村由華

駅前住宅 相築良治 伊藤裕子

二
中
ブ
ロ
ッ
ク

倉治・浜の池
雲川浩幸 村田加津男

三輪勝美 中野貴雄

松塚
藤原誠之祐 井野善史

小島清子 ―

郡津
谷辻和彦 今堀半蔵

藤重章 秋山毅

幾野
市村敏夫 花田稔行

桜井健博 日野吉太郎

三
中
ブ
ロ
ッ
ク

星田
柳原喜代美 永井良典

松村紘子 藤田八代子

妙見坂 栗原義雄 小野充明

南星台 中西隆清 八木武司

星田山手 花山駒市 岡田好生

妙見東 田淵孝治 安西節代

星田西 小池理恵 永井哲夫

四
中
ブ
ロ
ッ
ク

寺 山添弘子 長谷川比呂子

森 森本雄二 木村陸司

天野が原町 山下正樹 岡本剛

私市 大西幸夫 大湾喜久男

私市山手 真鍋二郎 菅田俊夫

藤が尾 林良夫 森田健太郎

問い合わせ ⻘少年育成課
（   892・7721）

⻘少年指導員の
みなさん

　3月19日に「第1回倉治ふれあい交流会」を開催し
ました。倉治区や老人クラブさんゆう会の協力の下、約
80人が参加する交流会となり、〝これからも、ず～っと
倉治で暮らしたい〟を合言葉に、元気アップ体操や歌
の合唱、講座を受けるなど、有意義な1日となりました。
♦ 各種サロン活動は、倉治いこいの郷、山手町集会所、東幾野ふれあ
い館、倉治公民館などで、年間 53回開催していますので、気軽に
ご参加ください。
▷いきいきサロン＝ 65歳以上の男女対象、歌・体操・手芸など
▷男の喫茶室＝ 65歳以上の男性対象、グラウンドゴルフなど
▷子育てサロン＝ 0歳からの未就園児と保護者対象、歌など
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